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１
 

岐阜県の概況について

【森林の概況】
 

＊H19.3.31現在

• 森林面積
 
：

 
８６６千ha

• 人工林面積
 

：
 

３８７千ha
・スギ１２４千ha
・ヒノキ２１０千ha（全国2位）

• 森林率
 
：

 
８２％（全国2位）

【木材生産の概況】＊H21年実績

・素材生産量
 

：
 

３１３千㎥
・スギ

 
１３１千㎥

・ヒノキ１０９千㎥
・原木市場数

 
：

 
１７

・製材工場数
 
：

 
３２６（全国2位）



○証明方法
・生産から住宅建築等に至るまでの各段階において、納品書等に「ぎ
ふ証明材」である旨を明記して、リレー方式で証明。
＊「ぎふ証明材」：岐阜県内の森林で合法的に伐採された木材

○制度管理
・県が事業者登録、現地調査、年1回の現地検査等を実施し、適正な制
度実施を管理。

○事業者登録
・岐阜県産材は県外の原木市場、製材工場等における取り扱いも多い
ため、県外事業者も登録し、「ぎふ証明材」の流通を促進。
・県内外で５１５（県内４４５、県外７０）事業者が登録済。（平成19年度
の制度開始時は２３５事業者。）

○合法木材認証との棲み分け
・岐阜証明材推進制度

 
：岐阜県産材のみを対象に県が事業者登録

・合法木材認証：県産材以外を対象に県木連が事業者登録

２
 

岐阜証明材推進制度について

（１）制度概要



（２）具体的証明方法の例

【素材生産者の場合】 【原木市場等の場合】
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（３）制度の流れ

証明、管理状況

 
の検査（年１回）



（４）適正な伐採手続きの普及啓発について

・従来から岐阜県産材のうちの約８割が原木市場を経由して

 いるため、原木市場を中心に森林所有者や素材生産事業者

 に対して、「ぎふ証明材」や「伐採届」等の普及啓発を実施。

【手続きフロー】



①主な補助事業における活用例
○「ぎふの木で家づくり支援事業」

 
＊H22予算：１００棟

・ぎふ証明材を構造材の８０％以上かつ、横架材に６㎥以上使用した
場合、施主に２０万を助成。さらに内装材に５０㎡使用で＋１０万円。

○「ぎふの木で内装木質化支援事業」

 
＊H22予算：５０棟

・ぎふ証明材を内装材に２０㎡以上使用した場合、２千円／㎡助成、
上限１０万円。

○「産直住宅建設支援事業」

 
＊H22予算：２００棟

・県産直住宅協会加盟事業者がぎふ証明材を構造材の６０％以上使
用した場合、施主に木質部材（大黒柱等）を贈呈する経費について

 １
棟あたり１０万５千円を上限に助成。

○「県産材需要拡大施設等整備事業」

 
＊H22予算：８１,０００千円

・教育、福祉関連施設をぎふ証明材を用いて、木造で建設する場合
（床面積１㎡あたり１７,０００円）や内装を木質化（床面積１㎡あたり
１０,０００円）する場合に助成。

（５）利用推進について



②公共事業における活用
○岐阜県建設工事共通仕様書等における明記
・「工事に使用する木材は、岐阜証明材推進制度実施要領（平成１９年
１月２４日付県流第４６３号林政部長通知）第１２条により証明された
木材を優先使用するものとする。」

今後の新たな取り
 組み

ぎふ証明材のさらなる利用推進を図るため、新たに

「ぎふ性能表示材推進制度」を創設
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３
 

ぎふ性能表示材推進制度について

「ぎふ証明材」のうち、適正な制度運用により品質・
 性能が認証された製品。

ぎふ性能表示材とは

（１）制度創設の背景
○ぎふ証明材だけではブランド力が不足し、他県産材との
差別化が不十分。
○相次ぐ法律の制定・改正により品質・性能表示された製
品の要求が高まってきたが、現状において、ＪＡＳ制度だ
けでは品質・性能表示された製品供給が間に合わない
可能性がある。

↓
岐阜県内の中小製材工場でも品質・性能表示が可能な制度
を創設し、ＪＡＳ制度と共に高品質な製品の安定供給を目指す。



ぎふ性能表示材認証センター（平成22年6月9日設立）

●審査委員（学識経験
者・消費者・工務店・建
築士・製材工場・流通

 業
者・行政）

●役員（県内各地域を代表する製材事
業者、県森連、県木連）

●認証検査員

事務局（岐阜県森林組合連合会内）

・検査、製

 品認証

【認定工場】

【製品認証
工場】

流通・工

 務店等

・賛助会

 員

施 主

森林組合・

 
素材生産・

 
原木市場

 
等

・賛助会員

・工場認定のための調査
・工場認定

承認・指導等

ぎふ性能表示材
（製材品）

ぎふ証明材
（原木）

調査報告等

審査委員会

・制度の普及
・製品のＰＲ

消費者 利用者 原木出荷者

（２）制度の概要
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明示内容
明示イメージ

（３）性能表示の例



（４）納品伝票等における証明方法

発注者等は納品伝票等に

 より「ぎふ性能表示材」を

 確認できる。

認定工場番号等を明記

「ぎふ性能表示材」を明記
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